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担当係 建設係

総合計画
新基本計画

都市基盤 上水道 いつでも安定的に水を供給します
施策等

重点事業 実施計画事業 ○

事業番号 213

平成28年度 事務事業評価シート

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

事務事業名 小牧市水道事業会計繰出金 担当部 上下水道部

会計区分 一般会計 事業類型 施設整備系 担当課 料金課・水道課

事業期間 平成２１年度 ～ 平成３１年度以降

根拠法令・個別計画 第3期拡張第1次変更事業(平成21年3月31日認可)、小牧市上水道耐震化対策基本計画(平成17年度作成)

目
的

 何・誰を対象に 小牧市水道事業の水道施設

どの様な状態
にするのか

地震などの災害時の被害の抑制と影響の最小化を図り、将来にわたって安定的な水道水
の供給ができる

予算区分 4 3 1 1 1

内容（手段）
目的達成のため
にどのような事業

を実施したか

　一般会計繰出金　　　２７年度　　150,000,000円　　　２８年度　　150,000,000円

◆平成27年度は実施計画(繰出対象費)より
　　主要幹線管路の耐震管によるﾙｰﾌﾟ化事業　　　　　　　　　　 198,181千円
　　配水管を耐震管へ計画的に更新する事業　　　　 　　　　　　　20,999千円
　　道路改良等、他事業関連工事に伴う支障移転工事等　　　　 83,016千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　 302,196千円

　　上記、302,196千円の見積もりに対し、一般会計より150,000千円を繰出し

◆平成28年度は実施計画(繰出対象費)より
　　主要幹線管路の耐震管によるﾙｰﾌﾟ化事業　　　　　　　　　　186,521千円
　　配水管を耐震管へ計画的に更新する事業　　　　　　　　　 　　　　　０千円
　　道路改良等、他事業関連工事に伴う支障移転工事等　　　　 55,900千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　 242,421千円

　　上記、242,421千円の見積もりに対し、一般会計より150,000千円を繰出し
　
　
○耐震管によるﾙｰﾌﾟ化を進める。
平成27年度は、平成26年度の繰越事業と合わせ約1.0kmを実施しました。

○配水管を耐震管に更新する。
平成27年度は、平成26年度の繰越事業と合わせ約11.3kmを実施しました。

受益者負担 無

コ
　
　
ス
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Ｈ25決算額 Ｈ26決算額 Ｈ27決算額

0.00 0.00 0.00

人件費 0 0 0 0

Ｈ28予算額

直接経費 100,000 45,050 150,000 150,000

150,000

その他職員
従事者数 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費 0 0 0

対前年比 45.0 332.9 100.0

財
源

一般財源 100,000 45,050 150,000

費
用

その他財源 0 0 0 0

正職員
従事者数 0.00

0

費用合計 100,000 45,050 150,000

150,000

国・県支出金 0 0 0 0
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活動指標名 H25 H26 H27 H28

耐震管によるﾙｰﾌﾟ化を
進める

km
20 22

成果指標名 H25 H26 H27 H28

主要幹線の耐震管によ
るﾙｰﾌﾟ化率

%
74 79 81 86

73 78 78

事
業
の
自
己
評
価

平
成
２
７
年
度
の
実
施
結
果

事業の
達成状況

　平成27年度はループ管〔実績1.0m/目標数1.5km〕=65%が完成した。
　実績が1.0kmにとどまった理由として、平成28年度へ繰り越した工事があるためで
す。
　耐震管更新は11.3km更新した。

　※達成率は実績の端数を含んで計算

事業実施におけ
る課題

　主要幹線のループ化によって、地震災害において管の破損による断水が軽減され
るばかりでなく、万一の破損においても別ルートからの配水を受けることができるた
め、長時間の断水のリスクが大幅に小さくなる。
　耐震管更新事業は、安全で安心なおいしい水が安定供給されるための継続的実施
が必要である。

２９年度以降
の改善案

　主要幹線のループ化の早期完成に向け、次年度、次々年度工事について関係機関
と事前に調整を図る。また、管理者、地形、交通等の各条件に適した工法の検討を
行っていく。
　耐震管の更新では、口径の大きな水道管の非開削工法(ﾊﾟｲﾌﾟｲﾝﾊﾟｲﾌﾟ)について、口
径の小さな水道管でもｻｲｽﾞﾀﾞｳﾝが可能か検討の上、更新事業を進めていく。

二
次
評
価

方向性の判定 判　定　理　由

維　持 一次評価のとおり。

　ループ管の布設ルートは、一級河川や国道の各横断及び交通量の多い市道への
埋設など容易に施工できない箇所がある。
　耐震管への更新工事では、水道管を埋設する公共用地の形状、幅員及び他の占用
物によって、占用位置が確保できない状況がある。

基本施策の展開
方向の目的に対
する影響（貢献

等）

　耐震管によるループ化を推進することにより、地震などの災害時の被害を抑制し、
水道水の安定供給を確保できる。

２８年度における
事業の改善・見

直し内容（新規追
加事項、廃止・削

減事項等）

　ループ管について今後容易に施工できない箇所では、29,30年度の工事に備え、事
前に関係機関と十分調整し、事業の進捗を図っていく。
　耐震管への更新では、他占用者との埋設位置の調整を十分図り、占用位置を確保
する。また、他工事との調整により効率のよい工事を進めていく。

平
成
２
９
年
度
の
事
業
の
方
向
性

方向性の判定 維　持
事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
（対象や手段を見直す場合も含む）

判定理由


